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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、第１のインク及び第２のインクが組み合わされてなるインクセットであっ
て、
　上記第１のインクが、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有し、
　上記第２のインクが、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有し、
　且つ、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、上記第１のインク及び上記第２
のインクの吸光度を合算した時の最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａ
の値が０．７以上１．０以下であり、
　前記第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９であ
り、且つ、前記第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２であることを特徴とするインクセット。
【請求項２】
　前記第２のインクにおいて、
　５２０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０
ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＹとした場合に、Ｙ／Ｘの値が０．９以上１．０以
下である請求項１に記載のインクセット。
【請求項３】
　少なくとも、第１のインク及び第２のインクを用いて画像を形成する画像形成方法にお
いて、
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　前記第１のインクが、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有し、
　前記第２のインクが、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有し、
　且つ、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、前記第１のインク及び前記第２
のインクの吸光度を合算した時の最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａ
の値が０．７以上１．０以下であり、
　前記第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９であ
り、且つ、前記第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２であることを特徴とする画像形成方法。
【請求項４】
　インクをインクジェット記録方式で吐出して記録媒体に記録を行うインクジェット記録
方法において、前記インクが、請求項１又は２に記載のインクセットを構成するインクで
あることを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の吸光度特性を有する少なくとも２種類のインクを有するインクセット
、画像形成方法、インクジェット記録方法、インクカートリッジ及び記録ユニットに関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、インクの小滴を、普通紙や専用光沢メディア等の記録媒体
に付与して画像を形成する記録方法であり、その低価格化、印字速度の向上により、急速
に普及が進んでいる。カラーインクジェット記録に用いられるインクは、一般に、イエロ
ー、マゼンタ及びシアンの基本３原色にブラックを加えた４色を基本として、これらのイ
ンクを用いて画像形成が行われている。
【０００３】
　しかしながら、記録物の高画質化が進むにつれて、一部のユーザーは、上記したような
３色又は４色のインクを用いて出力した画像が、表現される色の領域において満足の行く
レベルに達していないと感じる場合があった。特に、銀塩写真や粉体トナーを用いるレー
ザープリンターで出力される画像と同じレベルの記録物を求めるユーザーは、より広い色
再現範囲を表現することができる記録システムを求めている。このような状況の中で、イ
エロー、マゼンタ及びシアンの基本３原色の他に、レッド、グリーン、ブルー、更には、
オレンジやバイオレット等の色材を含有するインクを用いて画像を形成することに関する
提案が数多くある（例えば、特許文献１及び２参照）。
【０００４】
　又、表面処理を行うことにより光沢性を有した記録媒体に、顔料インクを付与した場合
に生じる光沢性の劣化を招くことなく色再現範囲をより広く表現するために、各色の色相
角に着目した提案がされている（例えば、特許文献３及び４参照）。
【０００５】
【特許文献１】国際公開第９９／０５２３０号パンフレット
【特許文献２】特開２０００－２４８２１７号公報
【特許文献３】国際公開第２００２／１００９５９号パンフレット
【特許文献４】特開２００４－１５５８２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の提案は、単に目的の色相に合った色材を含有するインクを組み合
わせてセットとして用いているに過ぎず、記録媒体上での互いの色材が及ぼす関係につい
ての検討は行われていなかった。その結果、これまでは、記録媒体に付与するインク量、
又はインク中の色材の含有量を増加する等の工夫をすることで、ある程度目的に沿った色
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を表現するレベルにしか至っていなかった。特に色材として顔料を用いる場合、インク中
の色材の含有量を多くすると、吐出安定性や保存安定性等のインクの信頼性を確保するこ
とが非常に難しくなる。このため、従来のインクセットのように単に目的の色を得るため
に各色のインクを組み合わせてセットとしただけでは、銀塩写真や粉体トナーを用いるレ
ーザープリンターで出力される画像と比較すると、色相によっては十分満足できるレベル
に至らない場合がある。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、インクの信頼性を確保しながら、従来の顔料インクを用いて
形成された画像と比較した場合は勿論のこと、銀塩写真や、レーザープリンターの出力画
像により近い発色性、特に赤領域の発色性に優れた画像を形成することができるインクセ
ットを提供することにある。
　又、本発明の別の目的は、上記したインクセットを用いた画像形成方法、インクジェッ
ト記録方法、インクカートリッジ及び記録ユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記した目的は、以下の本発明によって達成される。即ち、本発明のインクセットは、
少なくとも、第１のインク及び第２のインクが組み合わされてなるインクセットであって
、上記第１のインクが、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有し、上
記第２のインクが、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有し、且つ、
４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、上記第１のインク及び上記第２のインク
の吸光度を合算した時の最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａの値が０
．７以上１．０以下であり、前記第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピ
グメントレッド１４９であり、且つ、前記第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ
．Ｉ．ピグメントレッド１２２であることを特徴とする。
【０００９】
　上記したインクセットの好ましい形態は、前記第２のインクにおいて、５２０ｎｍ以上
５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に
おける最大吸光度をＹとした場合に、Ｙ／Ｘの値が０．９以上１．０以下であるインクセ
ット、が挙げられる。
【００１０】
　又、本発明の別の実施態様にかかる画像形成方法は、少なくとも、第１のインク及び第
２のインクを用いて画像を形成する画像形成方法において、前記第１のインクが、４５０
ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有し、前記第２のインクが、５００ｎｍ
以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有し、且つ、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下
の領域における、前記第１のインク及び前記第２のインクの吸光度を合算した時の最大吸
光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａの値が０．７以上１．０以下であり、前
記第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９であり、
且つ、前記第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２
であることを特徴とする。
【００１１】
　又、本発明の別の実施態様にかかるインクジェット記録方法は、インクをインクジェッ
ト記録方式で吐出して記録媒体に記録を行うインクジェット記録方法において、前記イン
クが、上記構成のインクセットを構成するインクであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のインクセットを用いて画像を形成することで、従来のインクセットを用いる場
合よりも発色性や色再現範囲、特には赤領域の色再現範囲を拡大することができ、更には
、良好な階調性を表現した画像を形成することができるインクセットを提供することがで
きる。又、本発明の別の実施態様によれば、上記したインクセットを用いた画像形成方法
及びインクジェット記録方法を提供することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、好ましい実施の形態を挙げて本発明を詳細に説明する。本発明者らは、上記した
従来技術の課題を解決するために、記録媒体上での互いの色材が及ぼす関係について鋭意
検討を行った。その結果、色再現範囲、特に赤色の色再現範囲及び階調性に優れた記録物
の提供が可能となるインクの組み合わせを見出して、本発明に至った。即ち、本発明では
、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有する第１のインクと、５００
ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有する第２のインクを用いることを前提
とする。そして更に、第１のインクと第２のインクの吸光度を合算した時の４５０ｎｍ以
上５７０ｎｍ以下の領域での最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａの値
が０．７以上１．０以下である場合に、初めて上記本発明の効果が達成される。
【００１４】
　本発明のインクセットを構成する第１のインクと第２のインクを用いて画像を形成する
ことで、従来のインクセットを用いる場合と比較して、赤領域の色再現範囲が拡大する理
由を、本発明者らは次のように推測している。先ず、本発明のように、４５０ｎｍ以上５
００ｎｍ未満及び５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に、それぞれ最大吸収波長を有す
る２種類のインクをセットで用いることで、以下の効果が得られると考えられる。即ち、
前記それぞれの領域に最大吸収波長を有する２種類のインクをセットとして用いると、前
記それぞれの領域に最大吸収波長を持たない２種類のインクのセットと比較して、光が記
録媒体に反射した後の光の干渉作用が強まる。その結果、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下
の領域での発色性を向上させることができる。
【００１５】
　更に、本発明では、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、本発明のインクセ
ットを構成する２種類のインクの吸光度を合算した時の最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢ
とした場合に、Ｂ／Ａの値が０．７以上１．０以下となるようにする。このようにＢ／Ａ
の値が０．７以上１．０以下となるように構成することで、以下のことが可能になると考
えられる。即ち、前記したＢ／Ａの値の範囲が、上記条件を満たすことで、４５０ｎｍ以
上５７０ｎｍ以下の吸収波長領域全体において光の吸収がより均一な状態となり、光の干
渉作用をより強めることができる。又、前記した光の干渉作用に関する効果は、Ｂ／Ａの
値が１．０に近いほどより顕著に得られるため、Ｂ／Ａの値が１．０に近いほど上記した
本発明の効果がより顕著に表れる。一方、Ｂ／Ａの値が０．７より小さい場合、最大吸光
度Ａと最小吸光度Ｂの差が大きくなりすぎるために、光の干渉作用が弱まり、十分な発色
性が得られない。
【００１６】
　ここで、本発明における、「第１のインク及び第２のインクの吸光度を合算する」こと
について、以下に説明する。先ず、インクセットを構成する第１のインク及び第２のイン
クを、それぞれ水を用いて、同一の希釈率に希釈する。そして、希釈した第１のインク及
び第２のインクについて、それぞれ吸収スペクトルを測定する。得られた第１のインク及
び第２のインクの吸収スペクトルから、各波長における吸光度を合算する。これを、吸光
度を合算した吸収スペクトルとする。そして、吸光度を合算した吸収スペクトルから、４
５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、最大吸光度Ａ及び最小吸光度Ｂを読み取り
、得られた値から、Ｂ／Ａの値を求める。
【００１７】
　インクを希釈する倍率と吸光度の値は比例関係にある。従って、本発明においては、各
インクにおける吸光度の値の比を求める場合に、各インクを同一の希釈率に希釈すること
が重要である。これは、吸光度の値の比を算出する際に、各インクを希釈することにより
生じる吸光度の値の変化を相殺するためである。尚、上記したようにインクを希釈すると
吸光度の値は比例して変化するが、最大吸光度を与える波長の値はインクの希釈倍率によ
っては変化しない。
【００１８】
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　ここでは、後述する比較例４のインクセットを例にとって説明する。比較例４のインク
セットを構成する第１のインクを純水を用いて１，０００倍に希釈し、吸収スペクトルを
測定する。図１の（ａ）が、このようにして得られた吸光スペクトルである。又、これと
同様に、比較例４のインクセットを構成する第２のインクを純水を用いて１，０００倍に
希釈し、吸収スペクトルを測定する。図１の（ｂ）が、このようにして得られた吸光スペ
クトルである。そして、上記で得られた第１のインク及び第２のインクの吸収スペクトル
から、各波長における吸光度を積算する。図１の（ｃ）が、このようにして得られた、吸
光度を合算した吸収スペクトルである。そして、この図１の（ｃ）から、４５０ｎｍ以上
５７０ｎｍ以下における、最大吸収波長は約５６０ｎｍ、最大吸光度Ａは２．４０となり
、又、最小吸収波長は約４５０ｎｍ、最小吸光度Ｂは１．００となることがわかる。これ
らの結果から算出すると、Ｂ／Ａの値は０．４２となる。
【００１９】
　これまでに述べてきたように、本発明のポイントは、赤領域の発色性を最大限に引き出
すために、インクの吸光特性を十分熟知したことにある。そのため、本発明においては、
４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における光の吸収バランスを考慮しつつ、光の吸収
力をより均一な状態にしている。このような本発明のインクセットによれば、下記に挙げ
るような従来技術と比較して遥かに赤領域の発色性を向上させた画像形成が可能となる。
例えば、カラー画像を形成するために単にＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９を含むインク
及びＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を組み合わせた従来のインクや、特許文献３に記載
されている、インクセットを構成する各インクの特定波長域の吸収面積を規定するだけで
各インクの吸収特性を全く考慮していないような従来技術と比較した場合に、顕著な効果
が得られる。
【００２０】
　本発明において、画像の発色性をより向上させるための基準として、４５０ｎｍ以上５
７０ｎｍ以下の領域の最大吸収波長を基準とした理由は、該領域が一般的に赤色と認識す
る領域であるので、該領域での吸光度をできる限り高める必要性があるからである。又、
本発明でいう「赤領域」とは、ＣＩＥで規定されているａｂ表示系における色相角（Ｈ°
）の値が、０°乃至８０°及び３３０°乃至３６０°の範囲を指す。
【００２１】
　更に、上記した本発明の構成を満足する少なくとも２種類のインクを含む複数のインク
をセットで用いて画像を形成した場合には、従来のインクセットを用いて画像を形成した
場合と比較して、より優れた階調性の画像が得られるという別の効果もある。この理由は
明確には定かではないが、以下のように推測される。本発明のように、４５０ｎｍ以上５
７０ｎｍ以下の領域における光の吸収を均一にすることで、４５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以
下の領域においては、光の吸収力が極端に異なる領域が存在しない。このため、インクの
付与量が異なる領域ごとに生じる色相角（Ｈ°）のずれを少なくすることが可能となるた
めであると考えられる。
【００２２】
　更に、本発明のインクセットを構成する上記した２種類のインクが色材として顔料を含
有する場合には、従来の顔料を含有するインクセットと比較して、形成した画像における
赤領域の色再現範囲の違いが顕著な差となって現れる。本発明者らの検討によれば、本発
明のインクセットにおいて、第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピグメ
ントレッド１４９であり、且つ、第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．ピ
グメントレッド１２２である場合が好ましい。このように構成することで、特に、従来の
顔料を含有するインクを複数組み合わせたインクセットを用いて形成した画像と比較して
、格段に画像の色域の色再現範囲を拡大することができる。
【００２３】
　特に、本発明においては、第２のインクが含有する色材がＣ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２であって、且つ、該インクの５２０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光
度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＹとした場合に、Ｙ
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／Ｘの値が０．９以上１．０以下であることが好ましい。本発明において、第２のインク
を上記構成とすることで、本発明の目的である赤領域の発色性が特に向上する理由は定か
ではないが、本発明者らは以下のように推測している。
【００２４】
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２は、３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の領域に２つの吸
収ピークを有する。そして、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２は、分散条件を強化すると
、顔料粒子が粉砕され、微粒子化するが、これに伴って、Ｙ／Ｘの値が大きくなる傾向が
あることが判明した。又、顔料粒子が粉砕され、微粒子化したものを用いるほど、その発
色性は向上することが判明した。しかしながら、ロールミル、ビーズミル及びナノマイザ
ー等の分散方式、分散時間、周速、充填するメディアの種類等の分散条件、更には顔料の
種類を変更する等によって分散条件を強化した結果、過分散しすぎると、得られる色味が
青領域に移動する傾向や、更には分散安定性が低下する傾向があることも判明した。以上
のことから、本発明で求める赤領域の発色性を向上する効果が得られ、しかも顔料の分散
安定性を確保するためには、第２のインクの色材が、前記Ｙ／Ｘの値が０．９以上１．０
以下であるＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を用いることが好ましいという結論に至った
。
【００２５】
　更に、本発明者らの検討の結果、第１のインクが含有する色材が、少なくともＣ．Ｉ．
ピグメントレッド１４９であり、且つ、第２のインクが含有する色材が、少なくともＣ．
Ｉ．ピグメントレッド１２２である場合には、以下の条件を満たすことが好ましいことを
知見した。即ち、第２のインク中のＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２の含有量（質量％）
をＷＭ、第１のインク中のＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９の含有量（質量％）をＷＲと
した場合に、これらの含有比率ＷＭ／ＷＲの値を制御することが好ましいことがわかった
。具体的には、ＷＭ／ＷＲの値が、０．８８以上１．２５以下にすることが特に好ましい
。ＷＭ／ＷＲの値が０．８８より小さい場合は、赤領域の発色性を得るためには、Ｃ．Ｉ
．ピグメントレッド１２２自体の発色性をかなり高いものとする必要がある。先に述べた
ように、顔料粒子を微粒子化することで、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２自体の発色性
をある程度高めることは可能であるが、微粒子化する程、分散安定性が失われることを考
慮すると、ＷＭ／ＷＲの値は、０．８８以上とすることが好ましい。一方、ＷＭ／ＷＲの
値が１．２５よりも大きい場合には、含有比率が１．２５以下である場合と比較して、赤
領域の発色性は特に向上しなかった。又、インクジェット特性等の信頼性等を考慮すると
、インク中の色材の含有量を必要以上に増やすことは好ましくないため、上記の含有比率
ＷＭ／ＷＲが１．２５以下となるようにすることが好ましい。
【００２６】
　本発明の別の好ましい形態としては、第１のインク中のＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４
９の含有量（質量％）が、インク全質量を基準として、３．０質量％以上５．０質量％以
下であることが挙げられる。即ち、含有量を上記した範囲とすることで、インクの付与量
が少ない場合であっても、優れた発色性を得ることができる。Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
１４９は、その他の一般的な有機顔料と比較して着色力が強いため、含有量を５．０質量
％よりも多くしたとしても、インクの保存安定性等に悪影響を及ぼすだけで、発色性の向
上にはあまり寄与しない。一方、含有量が３．０質量％よりも少ない場合には、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１４９は、前記したように、その他の一般的な有機顔料に比べて着色力
が強いものの、十分な発色性が得られない。即ち、インク中の色材の含有量が少ない場合
には、十分な発色性を得るためには多くのインクを記録媒体に付与しなければならないた
め、結果として定着性等に悪影響を与える場合がある。
【００２７】
　本発明の別の好ましい形態は、第２のインク中のＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２の含
有量（質量％）において、下記のようにすることが挙げられる。即ち、その下限が、イン
ク全質量を基準として、２．６質量％以上、更には、３．７質量％以上であることが好ま
しく、その上限が、６．３質量％以下、更には、４．４質量％以下であることが好ましい
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。
【００２８】
　本発明者らの更なる検討の結果、インクの色材に上記に挙げたものを用いる場合の別の
効果として、下記のことが判明した。即ち、特に無機顔料を主体として形成されたインク
受容層を有する記録媒体に、本発明のインクセットで形成した画像は、光沢性が向上する
ことがわかった。本発明者らは、上記構成によって光沢性が向上した画像が得られる理由
について、下記のように考えている。
【００２９】
　例えば、本発明において好適に利用できるＣ．Ｉ．ピグメントレッド１４９は、記録媒
体上で赤領域を形成するために最も重要であるＨ°の値が３０乃至８０の範囲の吸光強度
が他の色材に比べて高いという特性を有する。このため、色材としてＣ．Ｉ．ピグメント
レッド１４９を含有するインクを用いる場合、記録媒体へのインクの付与量が少ない場合
、即ち、色材の量が少ない場合であっても、得られる画像は、上記領域での発色性を十分
に満足するレベルとなる。一般的に、光沢記録媒体に付与された顔料は、記録媒体上に存
在する顔料凝集物の影響のために光が乱反射して、画像の光沢性が低下する原因の一つに
なっている。従って、インクセットを構成するインクが、発色性に優れるＣ．Ｉ．ピグメ
ントレッド１４９を含有するインクであるために、従来のインクと比較して光沢性に優れ
る画像を提供することが可能となったものと推測している。
【００３０】
［インクセット］
　本発明のインクセットは、先ず、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長
を有する第１のインクと、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有する
第２のインク、の少なくとも２種のインクが組み合わされてなることを要する。更に、４
５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域における、上記第１のインクと第２のインクの吸光度
を合算した時の最大吸光度をＡ、最小吸光度をＢとした場合に、Ｂ／Ａの値が０．７以上
１．０以下であることを要する。上記した第１のインク及び第２のインク、の２種類のイ
ンクについてのその他の構成、又は上記２種類のインクに組み合わせて用いる他のインク
の構成は、従来公知のインクと同様のものとすることができる。更に、本発明のインクセ
ットを構成する各インクの特に好ましい形態は、インクジェット記録特性に優れた水性イ
ンクとすることにある。以下に、本発明のインクセットを構成する各インクを作製する際
に用いる各成分について夫々説明する。
【００３１】
＜色材＞
　本発明のインクセットを構成する各インクに使用する色材について説明する。各インク
の態様は、例えば、アニオン性染料或いはアニオン性基が表面に化学的に結合されている
顔料が、水性媒体中に溶解又は分散されてなるもの、更には、水性媒体中に色材として顔
料を含み、且つアニオン性分散剤を含んでなるもの等が挙げられる。本発明においては、
上記各形態のインクを何れも使用することができるが、特に色材として顔料を用いたイン
クでインクセットを構成した場合に、本発明の効果が顕著に得られるので、特に好ましい
。即ち、先に述べたように、顔料は染料と比較して発色性に劣るが、本発明の構成を実現
したインクの組み合わせのインクセットとすれば、形成した画像における色材の発色性を
最大限に引き出すことができる。尚、本発明で使用する顔料は、通常の顔料は勿論のこと
、マイクロカプセル化顔料、更には着色樹脂等も含む。本発明のインクセットを構成する
各インクにおける色材の含有量（質量％）は、インクの信頼性及び画像の発色性等を考慮
すると、インク全質量を基準として、２．０質量％以上６．０質量％以下とすることが好
ましい。以下、これらの色材について詳述する。
【００３２】
（顔料）
　本発明のインクセットを構成するインクの色材は、少なくとも２種類のインクにおいて
、それぞれ特定の領域に最大吸収波長有するものを使用することを前提とする。即ち、第
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１のインクには、４５０ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有する色材を使
用し、第２のインクには、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有する
色材を使用する。かかる構成とすることで、本発明が規定する領域に最大吸収波長を有す
る第１及び第２のインクとすることができる。本発明に好適に用いることのできる４５０
ｎｍ以上５００ｎｍ未満の領域に最大吸収波長を有する顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレン
ジ７１等が挙げられる。又、５００ｎｍ以上５７０ｎｍ以下の領域に最大吸収波長を有す
る色材としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
１７７、ピグメントバイオレット１９等が挙げられる。
【００３３】
　本発明のインクセットを構成する上記以外のインク、又は上記色材と併用してインクに
用いることのできる色材は、特に限定されない。顔料は、例えば、下記に挙げるような、
カーボンブラックや有機顔料等を使用することができる。
【００３４】
〔カーボンブラック〕
　カーボンブラックは、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、チ
ャンネルブラック等のカーボンブラック顔料を用いることができる。具体的には、例えば
、以下のものを用いることができる。
レイヴァン（Ｒａｖｅｎ）：１１７０、１１９０ＵＬＴＲＡ－II、１２００、１２５０、
１２５５、１５００、２０００、３５００、５０００、５２５０、５７５０、７０００（
以上、コロンビア製）；
ブラックパールズ（Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ）Ｌ；
リーガル（Ｒｅｇａｌ）：３３０Ｒ、４００Ｒ、６６０Ｒ；
モウグル（Ｍｏｇｕｌ）Ｌ；
モナク（Ｍｏｎａｒｃｈ）：７００、８００、８８０、９００、１０００、１１００、１
３００、１４００；
ヴァルカン（Ｖａｌｃａｎ）ＸＣ－７２Ｒ（以上、キャボット製）；
カラーブラック（Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ）：ＦＷ１、ＦＷ２、ＦＷ２Ｖ、ＦＷ１８、Ｆ
Ｗ２００、Ｓ１５０、Ｓ１６０、Ｓ１７０；
プリンテックス（Ｐｒｉｎｔｅｘ）：３５、Ｕ、Ｖ、１４０Ｕ、１４０Ｖ；
スペシャルブラック（ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ）：４、４Ａ、５、６（以上、デグッサ
製）；
Ｎｏ．２５、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ．５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．
２３００、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上、三菱化学製
）。
　しかし、本発明はこれらに限定されるものではなく、従来公知のカーボンブラックを用
いることが可能である。又、マグネタイトやフェライト等の磁性体微粒子や、チタンブラ
ック等を黒色顔料として用いることもできる。
【００３５】
〔有機顔料〕
　有機顔料は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。
トルイジンレッド、トルイジンマルーン、ハンザイエロー、ベンジジンイエロー、ピラゾ
ロンレッド等の不溶性アゾ顔料；
リトールレッド、ヘリオボルドー、ピグメントスカーレット、パーマネントレッド２Ｂ等
の水溶性アゾ顔料；
アリザリン、インダントロン、チオインジゴマルーン等の建染染料からの誘導体；
フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン等のフタロシアニン系顔料；
キナクリドンレッド、キナクリドンマゼンタ等のキナクリドン系顔料；
ペリレンレッド、ペリレンスカーレット等のペリレン系顔料；
イソインドリノンイエロー、イソインドリノンオレンジ等のイソインドリノン系顔料；
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ベンズイミダゾロンイエロー、ベンズイミダゾロンオレンジ、ベンズイミダゾロンレッド
等のイミダゾロン系顔料；
ピランスロンレッド、ピランスロンオレンジ等のピランスロン系顔料；
インジゴ系顔料；
縮合アゾ系顔料；
チオインジゴ系顔料；
フラバンスロンイエロー、アシルアミドイエロー、キノフタロンイエロー、ニッケルアゾ
イエロー、銅アゾメチンイエロー、ペリノンオレンジ、アンスロンオレンジ、ジアンスラ
キノニルレッド、ジオキサジンバイオレット等のその他の顔料等。
【００３６】
　又、有機顔料をカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーにて示すと、例えば、以下の
ものを用いることができる。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー：１２、１３、１４、１７、２０、２４、７４、８３、８
６、９３、１０９、１１０、１１７、１２０、１２５、１２８、１３７、１３８、１４７
、１４８、１５１、１５３、１５４、１６６、１６８等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ：１６、３６、４３、５１、５５、５９、６１、７１等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド：９、４８、４９、５２、５３、５７、９７、１２２、１２
３、１４９、１６８、１７５、１７６、１７７、１８０、１９２、２１５、２１６、２１
７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２３８、２４０等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット：１９、２３、２９、３０、３７、４０、５０等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー：１５、１５：１、１５：３、１５：４、１５：６、２２、
６０、６４等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン：７、３６等。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン：２３、２５、２６等。
【００３７】
　本発明のインクセットを構成する各インクに使用する色材は、上記以外でも従来公知の
有機顔料を使用することが可能である。上記した有機顔料の中でも、本発明が目的とする
赤色は勿論のこと、赤色以外の色再現範囲をも広げることができる最も優れた組み合わせ
は、下記の組み合わせが挙げられる。即ち、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含有する
イエローインク、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含有するマゼンタインク、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド１４９を含有するレッドインク、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を
含有するシアンインク、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７を含有するグリーンインク及びＣ
．Ｉ．ピグメントバイオレット２３を含有するブルーインクを組み合わせてインクセット
として用いて画像を形成する場合に、特に優れた効果が得られる。
【００３８】
〔分散剤〕
　上記したカーボンブラックや有機顔料をインクの色材として用いる場合には、分散剤を
併用することが好ましい。分散剤は、アニオン性基の作用によって上記の色材を水性媒体
に安定に分散することのできるものが好適である。これらの分散剤は、重量平均分子量が
１，０００以上３０，０００以下の範囲のものが好ましく、特には、３，０００以上１５
，０００以下の範囲のものが好ましい。分散剤は、具体的には、例えば、以下のものを用
いることができる。
　スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸－アクリル酸アルキルエステル
共重合体；
スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－マレイン酸－アクリル酸アルキルエステル共
重合体；
スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル酸アルキルエステ
ル共重合体；
スチレン－マレイン酸ハーフエステル共重合体；
ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体及びス
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チレン－無水マレイン酸－マレイン酸ハーフエステル共重合体、又はこれらの塩等が挙げ
られる。
【００３９】
〔自己分散型顔料〕
　本発明のインクセットを構成する各インクには、色材として、顔料表面にイオン性基（
アニオン性基）を結合することによって得られ、分散剤を用いることなく水性媒体に分散
することのできる顔料、所謂、自己分散型顔料を用いることもできる。このような顔料の
一例は、例えば、自己分散型カーボンブラックを挙げることができる。自己分散型カーボ
ンブラックは、例えば、アニオン性基がカーボンブラック表面に結合したもの（アニオン
性カーボンブラック）を挙げることができる。
【００４０】
〔着色微粒子／マイクロカプセル化顔料〕
　本発明のインクセットを構成する各インクには、色材として上記したものの他に、ポリ
マー等でマイクロカプセル化した顔料や樹脂粒子の周囲を色材で被覆した着色微粒子等も
用いることができる。マイクロカプセルは、本来的に水性媒体に対する分散性を有するが
、分散安定性を更に高めるために、前記したような分散剤をインク中に共存させてもよい
。又、着色微粒子を色材として用いる場合には、上記したアニオン系分散剤等を用いるこ
とが好ましい。
【００４１】
（染料）
　本発明のインクセットを構成する各インクは、色材としてアニオン性染料を用いるもの
であってもよい。この際に使用する染料は、例えば、下記のものが挙げられる。
【００４２】
〔イエローインク用色材〕
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー：８、１１、１２、２７、２８、３３、３９、４４、５０
、５８、８５、８６、８７、８８、８９、９８、１００、１１０、１３２等。
　Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー：１、３、７、１１、１７、２３、２５、２９、３６、３８
、４０、４２、４４、７６、９８、９９等。
　Ｃ．Ｉ．リィアクティブイエロー：２、３、１７、２５、３７、４２等。
　Ｃ．Ｉ．フードイエロー：３等。
【００４３】
〔レッドインク用色材〕
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド：２、４、９、１１、２０、２３、２４、３１、３９、４６
、６２、７５、７９、８０、８３、８９、９５、１９７、２０１、２１８、２２０、２２
４、２２５、２２６、２２７、３３８、３３９、２３０等。
　Ｃ．Ｉ．アシッドレッド：６、８、９、１３、１４、１８、２６、２７、３２、３５、
４２、５１、５２、８０、８３、８７、８９、９２、１０６、１１４、１１５、１３３、
１３４、１４５、１５８、１９８、２４９、２６５、２８９等。
　Ｃ．Ｉ．リィアクティブレッド：７、１２、１３、１５、１７、２０、２３、２４、３
１、４２、４５、４６、５９等。
　Ｃ．Ｉ．フードレッド：８７、９２、９４等。
【００４４】
〔ブルーインク用色材〕
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー：１、１５、２２、２５、４１、７６、７７、８０、８６、
９０、９８、１０６、１０８、１２０、１５８、１６３、１６８、１９９、２２６等。
　Ｃ．Ｉ．アシッドブルー：１、７、９、１５、２２、２３、２５、２９、４０、４３、
５９、６２、７４、７８、８０、９０、１００、１０２、１０４、１１７、１２７、１３
８、１５８、１６１等。
　Ｃ．Ｉ．リィアクティブブルー：４、５、７、１３、１４、１５、１８、１９、２１、
２６、２７、２９、３２、３８、４０、４４、１００等。
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【００４５】
〔ブラックインク用色材〕
　Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック：１７、１９、２２、３１、３２、５１、６２、７１、７
４、１１２、１１３、１５４、１６８、１９５等。
　Ｃ．Ｉ．アシッドブラック：２、４８、５１、５２、１１０、１１５、１５６等。
　Ｃ．Ｉ．フードブラック：１、２等。
【００４６】
＜水性媒体＞
　本発明のインクセットを構成するインクは、水性媒体に上記した顔料及び／又は染料が
分散或いは溶解してなるものが好ましい。この際に用いる水性媒体は、水、又は、水及び
水溶性有機溶剤を含有する水性媒体を用いることが好ましい。本発明のインクセットを構
成する各インクにおける水溶性有機溶剤の含有量（質量％）は、インク全質量を基準とし
て３．０質量％以上５０．０質量％以下であることが好ましい。水溶性有機溶剤は、具体
的には、例えば、以下のものを用いることができる。
　エタノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、第二ブタノール、
第三ブタノール等の炭素原子数１乃至４のアルカノール；
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はＮ，Ｎ－ジメチルアセトアミド等のカルボン酸アミド
；
アセトン、メチルエチルケトン、２－メチル－２－ヒドロキシペンタン－４－オン等のケ
トン；
ケトアルコール、テトラヒドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル；
グリセリン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、テ
トラエチレングリコール、１，２－又は１，３－プロピレングリコール、１，２－又は１
，４－ブチレングリコール、ポリエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、１，５
－ペンタンジオール、１，２－ヘキサンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ジチオグ
リコール、２－メチル－１，３－プロパンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、
アセチレングリコール誘導体；
トリメチロールプロパン等の多価アルコール類；
エチレングリコールモノメチル（又はエチル）エーテル、ジエチレングリコールモノメチ
ル（又はエチル）エーテル、トリエチレングリコールモノエチル（又はブチル）エーテル
等の多価アルコールのアルキルエーテル類；
２－ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－イミダゾリジノ
ン、Ｎ－メチルモルホリン等の複素環類；
ジメチルスルホキシド等の含硫黄化合物、尿素、及び、尿素誘導体等。
【００４７】
　又、水は脱イオン水（イオン交換水）を用いることが好ましい。本発明のインクセット
を構成する各インクにおける水の含有量（質量％）は、インクを安定して吐出するために
適切な粘度を有し、且つ、ノズル先端における目詰まりを抑制することができるインクと
するために、インク全質量を基準として５０．０質量％以上９０．０質量％以下であるこ
とが好ましい。
【００４８】
　又、本発明のインクセットを構成するインクは、色材として顔料を用いる場合、該顔料
に対して貧溶媒となる水溶性有機溶剤を含有するインクであることが特に好ましい。イン
クセットを構成するインクが、顔料に対して貧溶媒となる水溶性有機溶剤を含有してなる
ことで、記録媒体の表面近傍に色材である顔料が定着することになり、顔料の発色性をよ
り向上することができる。
【００４９】
　尚、本発明でいう貧溶媒とは、顔料の分散安定性が悪い水溶性有機溶剤を定義したもの
である。より具体的には、下記のようにして、対象となる顔料に対する分散安定性を判定
して使用する。先ず、判定対象の水溶性有機溶剤を５０質量％程度含有し、且つ顔料を分
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散状態で含む顔料分散液を調製する。そして、得られた顔料分散液を６０℃で４８時間保
存する。そして、保持前後の顔料分散液中の顔料の状態を調べる。そして、保持後の顔料
分散液中の顔料の平均粒径が、判定対象の水溶性有機溶剤を含有しない、又は少量含有し
、保持前の顔料水分散液中の顔料の粒径と比較して、増加しているものを貧溶媒と定義す
る。
【００５０】
＜添加剤＞
　又、本発明のインクセットを構成する各インクは、上記した各成分以外に、界面活性剤
、ｐＨ調整剤、キレート剤、防錆剤、防腐剤、防黴剤、紫外線吸収剤、粘度調整剤、消泡
剤、及び水溶性ポリマー等、種々の添加剤を含有してもよい。
【００５１】
（界面活性剤）
　界面活性剤は、例えば、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性
剤及びノニオン性界面活性剤等が挙げられる。アニオン性界面活性剤は、具体的には、例
えば、以下のものを用いることができる。
アルキルスリホカルボン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、ポリオキシエチレンアルキ
ルエーテル酢酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸及びその塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩；
アルキル硫酸塩ポリオキシアルキルエーテル硫酸塩、アルキル硫酸塩ポリオキシエチレン
アルキルエーテル燐酸塩；
ロジン酸石鹸；
ヒマシ油硫酸エステル塩、ラウリルアルコール硫酸エステル塩、アルキルフェノール型燐
酸エステル、アルキル型燐酸エステル；
アルキルアリルスルホン塩酸、ジエチルスルホ琥珀酸塩、ジエチルヘキシルスルホ琥珀酸
ジオクチルスルホ琥珀酸塩等。
【００５２】
　カチオン性界面活性剤としては、具体的には、例えば、２－ビニルピリジン誘導体、ポ
リ４－ビニルピリジン誘導体等を用いることができる。
　両性活性剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。ラウリルジメ
チルアミノ酢酸ベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチル
イミダゾリニウムベタイン、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、
ポリオクチルポリアミノエチルグリシン、その他イミダゾリン誘導体等。
【００５３】
　ノニオン性界面活性剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。
　ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエ
ーテル、ポリオキシエチレンドデシルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエ
ーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシアリルアルキルエーテル等のエーテル系；
ポリオキシエチレンオレイン酸、ポリオキシエチレンオレイン酸エステル、ポリオキシエ
チレンジステアリン酸エステル、ソルビタンラウレート、ソルビタンモノステアレート、
ソルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレート、ポリオキシエチレンモノオレエ
ート、ポリオキシエチレンステアレート等のエステル系；
２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオール、３，６－ジメチル－４
－オクチン－３，６－ジオール、３，５－ジメチル－１－ヘキシン－３－オール等のアセ
チレングリコール系が挙げられる。
市販されているアセチレングリコール系のものとしては、例えば、川研ファインケミカル
製のアセチレノールＥ１００、日信化学製のサーフィノール１０４、８２、４６５、オル
フィンＳＴＧ等が挙げられる。
【００５４】
（ｐＨ調整剤）
　ｐＨ調整剤は、インクのｐＨを所定の範囲に制御できるものであれば任意の物質を使用
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できる。具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。ジエタノールアミン、
トリエタノールアミン、イソプロパノールアミン、トリスヒドロキシメチルアミノメタン
等のアルコールアミン化合物。水酸化リチウム、水酸化カリウム等のアルカリ金属の水酸
化物。水酸化アンモニウム。炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム等のアルカリ
金属の炭酸塩等。
【００５５】
（防腐剤・防黴剤）
　防腐剤、防黴剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。有機硫黄
系、有機窒素硫黄系、有機ハロゲン系、ハロアリルスルホン系、ヨードプロパギル系、Ｎ
－ハロアルキルチオ系、ベンツチアゾール系、ニトリル系、ピリジン系、８－オキシキノ
リン系、ベンゾチアゾール系、イソチアゾリン系、ジチオール系、ピリジンオキシド系、
ニトロプロパン系、有機スズ系、フェノール系、第４アンモニウム塩系、トリアジン系、
チアジアジン系、アニリド系、アダマンタン系、ジチオカーバメイト系、ブロム化インダ
ノン系、ベンジルブロムアセテート系、無機塩系等の化合物が挙げられる。
【００５６】
　有機ハロゲン系化合物としては、例えば、ペンタクロロフェノールナトリウムが挙げら
れる。ピリジンオキシド系化合物としては、例えば、２－ピリジンチオール－１オキサイ
ドナトリウムが挙げられる。無機塩系化合物としては、例えば、無水酢酸ソーダが挙げら
れる。イソチアゾリン化合物としては、例えば、１，２－ベンズイソチアゾリン－３－オ
ン、２－ｎ－オクチル－４－イソチアゾリン－３－オン、５－クロロ－２－メチル－４－
イソチアゾリン－３－オン、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンマ
グネシウムクロライド、５－クロロ－２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オンカルシ
ウムクロライド等が挙げられる。その他の防腐、防黴剤として、ソルビン酸ソーダ安息香
酸ナトリウム等、例えば、アベシア製プロキセルＧＸＬ（Ｓ）、プロキセルＸＬ－２（Ｓ
）等が挙げられる。
【００５７】
（キレート剤）
　キレート剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。クエン酸ナト
リウム、エチレンジアミン四酢酸ナトリウム、二ニトロ三酢酸ナトリウム、ヒドロキシエ
チルエチレンジアミン三酢酸ナトリウム、ジエチレントリアミン五酢酸ナトリウム、ウラ
ニル二酢酸ナトリウム等が挙げられる。
【００５８】
（防錆剤）
　防錆剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。酸性亜硫酸塩、チ
オ硫酸ナトリウム、チオグリコール酸アンモニウム、ジイソプロピルアンモニウムナイト
ライト、四硝酸ペンタエリスリトール、ジシクロヘキシルアンモニウムナイトライト等が
挙げられる。
【００５９】
（紫外線吸収剤）
　紫外線吸収剤は、具体的には、例えば、以下のものを用いることができる。ベンゾフェ
ノン系化合物、ベンゾトリアゾール系化合物、桂皮酸系化合物、トリアジン系化合物、ス
チルベン系化合物、又はベンズオキサゾール系化合物に代表される紫外線を吸収して蛍光
を発する化合物、所謂、蛍光増白剤等が挙げられる。
【００６０】
（粘度調整剤・消泡剤）
　粘度調整剤は、例えば、水溶性有機溶剤の他に、水溶性高分子化合物が挙げられる。具
体的には、例えば、以下のものを用いることができる。ポリビニルアルコール、セルロー
ス誘導体、ポリアミン、ポリイミン等が挙げられる。又、消泡剤は、フッ素系、シリコー
ン系化合物が必要に応じて用いられる。
【００６１】
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＜インクセットの形態＞
　本発明のインクセットは、インクセットを構成する複数のインクのうち２種類のインク
が本発明で規定する要件を満足するものであれば、他のインクはどのようなものであって
もよい。本発明のインクセットは、例えば、以下の全ての形態を含み、本発明これらのこ
とを「インクセット」と称している。
【００６２】
・基本とするシアンインク、マゼンタインク、イエローインク及びブラックインク、これ
に加えて、レッドインク、グリーンインク及びブルーインクから選択される各色のインク
をそれぞれ収納したインクカートリッジを組み合わせてなるもの。
・シアンインク、マゼンタインク及びイエローインクを基本とし、更には他の色のインク
を加えた各色インクが一体のインクカートリッジにそれぞれ収容されているもの。
・上記インクタンクがヘッドつきインクカートリッジで構成されているもの。
・上記インクタンクが記録装置に対し個別のインクカートリッジが脱着可能であるように
用いられるもの。
【００６３】
　本発明のインクセットは、上記したように、本発明を特徴づける２種類のインクが組み
合わされていればよく、使用される（記録装置内で、又はインクカートリッジとして）他
のインクについては、上記形態に限らず、どのような変形の形態であってもよい。
【００６４】
［インクジェット記録方法］
　本発明のインクセットは、特に、インクを記録信号に応じてオリフィスから吐出して記
録媒体上に記録を行うインクジェット記録方法に使用した場合に良好な結果が得られる。
この場合の好ましいインクジェット記録方式は、インクに熱エネルギーを作用させて記録
媒体に記録を行う方式が挙げられる。
【００６５】
［インクカートリッジ］
　本発明のインクセットは、該インクセットが有する複数のインクをそれぞれ収納したイ
ンクカートリッジとして、かかる状態で用いることが好ましい。該インクカートリッジは
、本発明のインクセットが有する各インクを収容するインク収容部を備えてなるものが挙
げられる。以下に本発明のインクセットを用いて記録を行う場合に好適に使用できるイン
クカートリッジの具体例を示す。
【００６６】
　図２は、本発明のインクセットを用いて記録を行う際に好適に利用できるインクカート
リッジである液体収納容器の概略説明図であり、断面図である。図２に示すように、液体
収納容器（インクタンク）は、上部で大気連通口１１２を介して大気に連通し、且つ下部
でインク供給口に連通している。該液体収納容器の内部は、負圧発生部材を収容する負圧
発生部材収納室１３４と、液体のインクを収容する実質的に密閉された液体収納室１３６
とに、仕切壁１３８で仕切られている。そして、負圧発生部材収納室１３４と液体収納室
１３６とは、液体収納容器（インクタンク）底部付近で、仕切壁１３８に形成された連通
孔１４０及び液体供給動作時に液体収納室への大気の導入を促進するための大気導入溝（
大気導入路）１５０を介してのみ連通されている。負圧発生部材収納室１３４を画成する
液体収納容器（インクタンク）の上壁には、内部に突出する形態で複数個のリブが一体に
成形され、負圧発生部材収納室１３４に圧縮状態で収容される負圧発生部材と当接してい
る。このリブにより、上壁と負圧発生部材の上面との間にエアバッファ室が形成されてい
る。
【００６７】
　又、液体供給口１１４を備えたインク供給筒には、負圧発生部材より毛管力が高く且つ
物理的強度の強い圧接体１４６が設けられており、負圧発生部材と圧接している。図示し
た例では、負圧発生部材収納室内に、負圧発生部材として、ポリエチレン等オレフィン系
樹脂の繊維からなる第一の負圧発生部材１３２Ｂ、及び第二の負圧発生部材１３２Ａの２
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つの毛管力発生型負圧発生部材が収納されている。１３２Ｃは、この２つの負圧発生部材
の境界層であり、境界層１３２Ｃの仕切壁１３８との交差部分は、連通部を下方にした液
体収納容器の使用時の姿勢において大気導入溝（大気導入路）１５０の上端部より上方に
存在している。又、負圧発生部材内に収容されているインクは、インクの液面Ｌで示され
るように、上記境界層１３２Ｃよりも上方まで存在している。
【００６８】
［記録ユニット］
　本発明にかかる記録ユニットは、前記した本発明のインクセットを構成する複数のイン
クを収容するインク収容部と、該インクを吐出するためのインクジェット記録ヘッドとを
具備してなる。記録ユニットは、上述のようにヘッドとインクカートリッジとが別体とな
ったものに限らず、図３に示すような、それらが一体になったものにも好適に用いられる
。図３において、７０は記録ユニットであり、この中にはインクを収容したインク収容部
、例えば、インク吸収体が収納されており、かかるインク吸収体中のインクが複数オリフ
ィスを有するヘッド部７１からインク滴として吐出される構成になっている。インク吸収
体の材料はポリウレタン又はポリプロピレンを用いることが好ましい。又、インク吸収体
を用いず、インク収容部が内部にバネ等を仕込んだインク袋であるような構造でもよい。
７２はカートリッジ内部を大気に連通させるための大気連通口である。
【実施例】
【００６９】
　次に、実施例、比較例、及び参考例を挙げて本発明をより具体的に説明する。本発明は
その要旨を超えない限り、下記実施例によって限定されるものではない。尚、文中「部」
、及び「％」とあるのは、特に断りのない限り質量基準である。
【００７０】
［顔料分散液１～９の調製］
　以下に示す手順により、顔料分散液１～９を調製した。尚、以下の記載において、分散
剤とは、酸価２００、重量平均分子量１０，０００のスチレン－アクリル酸共重合体を、
１０質量％水酸化ナトリウム水溶液で中和することにより得られた水溶液のことである。
【００７１】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液１の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。又、バッチ式縦型サンドミ
ルを用いての分散処理は、０．３ｍｍのジルコニアビーズ７０部を充填し、周速８ｍ／ｓ
で、水冷しつつ行った。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１
０質量％である顔料分散液１を得た。
【００７２】
　上記で得た顔料分散液１を純水を用いて４，０００倍に希釈し、分光光度計（商品名：
Ｕ－３３００、日立製作所製）を用いて吸収スペクトルの測定を行った。その結果、５２
０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以
下の領域における最大吸光度をＹとした時に、Ｙ／Ｘの値は０．９１であった。
【００７３】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液２の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて５時間分散した。分散処理条件は顔料分散液
１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１
０質量％である顔料分散液２を得た。
【００７４】
　上記で得た顔料分散液２を純水を用いて４，０００倍に希釈し、分光光度計（商品名：
Ｕ－３３００、日立製作所製）を用いて吸収スペクトルの測定を行った。その結果、５２
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０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以
下の領域における最大吸光度をＹとした時に、Ｙ／Ｘの値は０．９６であった。
【００７５】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液３の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて１時間分散した。分散処理条件は顔料分散液
１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１
０質量％である顔料分散液３を得た。
【００７６】
　上記で得た顔料分散液３を純水を用いて４，０００倍に希釈し、分光光度計（商品名：
Ｕ－３３００、日立製作所製）を用いて吸収スペクトルの測定を行った。その結果、５２
０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以
下の領域における最大吸光度をＹとした時に、Ｙ／Ｘの値は０．８９であった。
【００７７】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を含む顔料分散液４の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。尚、分散する際の周速は、
顔料分散液１を調製する際の２倍としたが、それ以外の分散処理条件は顔料分散液１の場
合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ
３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度が１０質量
％である顔料分散液４を得た。
【００７８】
　上記で得た顔料分散液４を純水を用いて４，０００倍に希釈し、分光光度計（商品名：
Ｕ－３３００、日立製作所製）を用いて吸収スペクトルの測定を行った。その結果、５２
０ｎｍ以上５５０ｎｍ以下の領域における最大吸光度をＸ、５５０ｎｍ以上５７０ｎｍ以
下の領域における最大吸光度をＹとした時に、Ｙ／Ｘの値は１．０３であった。
【００７９】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９を含む顔料分散液５の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４９）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。分散処理条件は顔料分散液
１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度１０
質量％である顔料分散液５を得た。
【００８０】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７を含む顔料分散液６の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。その後、遠心分離処理によ
って粗大粒子を除去した。更に、ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィル
ム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度１０質量％である顔料分散液６を得た。
【００８１】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１を含む顔料分散液７の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。分散処理条件は顔料分散液
１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度１０
質量％である顔料分散液７を得た。
【００８２】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９を含む顔料分散液８の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７
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０部を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。分散処理条件は顔料分
散液１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、
ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度
１０質量％である顔料分散液８を得た。
【００８３】
＜Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４を含む顔料分散液９の調製＞
　顔料（Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４）１０部、分散剤２０部、イオン交換水７０部
を混合し、バッチ式縦型サンドミルを用いて３時間分散した。分散処理条件は顔料分散液
１の場合と同様である。その後、遠心分離処理によって粗大粒子を除去した。更に、ポア
サイズ３．０μｍのミクロフィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過し、顔料濃度１０
質量％である顔料分散液９を得た。
【００８４】
［各水溶性有機溶剤が貧溶媒となるか否かの判定］
　上記顔料分散液１中の顔料に対して貧溶媒として作用する水溶性有機溶剤を選択するた
めに、以下の実験を行った。先ず、上記顔料分散液１の顔料濃度１０質量％水溶液を調製
し、これと各水溶性有機溶剤とを用いて、以下の配合比にて貧溶媒の判定用分散液Ａ、判
定用水分散液Ｂを調製した。
【００８５】
＜貧溶媒の判定用分散液の配合比＞
（判定用分散液Ａ）
・顔料分散液１（顔料濃度１０質量％）　　　５部
・表１に記載の各水溶性有機溶剤　　　　　５０部
・純水　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
【００８６】
（判定用水分散液Ｂ）
・顔料分散液１（顔料濃度１０質量％）　　　５部
・純水　　　　　　　　　　　　　　　　　９５部
【００８７】
＜判定方法及び判定結果＞
　次に、上記のようにして調製した判定用分散液Ａ及び判定用水分散液Ｂ各１０ｇを、そ
れぞれ透明なガラス製フタつきサンプルビンに入れ、蓋をした後、充分攪拌し、これを６
０℃で４８時間静置した。その後、静置した分散液を測定用サンプルとして、当該分散液
中の顔料の平均粒径を、濃厚系粒径アナライザー（商品名：ＦＰＡＲ－１０００；大塚電
子製）を用いて測定した。６０℃、４８時間保存後、判定用分散液Ａ及び判定用水分散液
Ｂ中の顔料の平均粒径が、判定用分散液Ａの方が判定用水分散液Ｂより大きくなる水溶性
有機溶剤を貧溶媒と判定した。一方、判定用分散液Ａの平均粒径が、判定用水分散液Ｂと
同等又はそれ以下になる水溶性有機溶剤を貧溶媒でないと判定した。
【００８８】
　表１に、上記のようにして平均粒径を測定することで、各水溶性有機溶剤について、貧
溶媒に該当するか否かについての判定した結果を示した。表１中の結果は、顔料粒径の増
大が認められ、貧溶媒と判定された場合を○とし、顔料粒径の増大が認められず、貧溶媒
と判定されない場合を×として判定して示した。
【００８９】
　顔料分散液２～９についても、顔料分散液１と同様の判定方法を用いて、顔料分散液２
～９中の各顔料に対して貧溶媒として作用する水溶性有機溶剤を選択するための実験を行
った。得られた結果を表１に示す。
【００９０】
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［インクの調製］
　下記表２に示した各成分を混合し、十分攪拌した後、ポアサイズ１．０μｍのミクロフ
ィルター（富士フィルム製）にて加圧ろ過を行い、インク１～１２を調製した。尚、調製
したすべてのインクを、それぞれ純水を用いて１，０００倍に希釈し、分光光度計（Ｕ－
３３００；日立製作所製）を用いて吸収スペクトルの測定を行った。測定した各インクの
最大吸収波長を表２に示す。
【００９２】
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［インクセットを構成するインク］
　上記で得られたインク１～１２を、下記表３に示す組み合わせで用いて実施例１、３～
６、比較例１～６、及び参考例２のインクセットとした。又、先に説明した方法に従って
、これらのインクセットを構成する各インクの吸光度を合算して、４５０ｎｍ以上５７０
ｎｍ以下の領域における最大吸光度Ａ及び最小吸光度Ｂを求めた。又、最大吸光度Ａ及び
最小吸光度ＢからＢ／Ａの値を求めた。更に、第１のインクにおけるＣ．Ｉ．ピグメント
レッド１４９の含有量ＷＲに対する、第２のインクにおけるＣ．Ｉ．ピグメントレッド１
２２の含有量ＷＭの比率ＷＭ／ＷＲの値を求めた。得られた結果を表３に示す。
【００９４】



(20) JP 5464777 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

【００９５】
　尚、実施例３のインクセットを構成するインク２は、実施例１のインクセットを構成す
るインク１と比較して色材の含有量が少ないのにもかかわらずＢ／Ａの値が大きい。この
理由は、インク２が含有する顔料分散体２が、インク１が含有する顔料分散体１と比較し
て、発色性が良好であるためと考えられる。
【００９６】
［評価］
＜評価画像の作成＞
　実施例１、３～６、比較例１～６、及び参考例２の各インクセットを構成する各インク
を、それぞれ図２に示す構成を有する液体収納容器（インクタンク）に充填した。その後
、該液体収納容器を、記録信号に応じて熱エネルギーをインクに付与することによりイン
クを吐出するインクジェット記録装置（商品名：ＢＪＦ－９３０；キヤノン製）のブラッ
クインクのポジション及びフォトシアンインクのポジションに搭載した。
【００９７】
　実施例１、３～６、比較例１～６、及び参考例２の各インクセットを用いて、インクの
付与量を２０％デューティ刻みで２０％デューティから２００％デューティまで変化させ
た５ｃｍ×５ｃｍマスのベタ画像を作成し、評価画像とした。尚、記録媒体に対する各イ
ンクの付与量は以下の通りである（図４参照）。付与量２００％デューティである画像は
、インクセットを構成する各インクを１：１の割合で付与した。それ以外の付与量の画像
は、インクセットを構成する各インクの付与量を１０％デューティ刻みで変えた。
【００９８】
　評価画像の作成の際に選択した出力モード及び記録媒体を以下に示す。
（出力モード）
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・用紙の種類：プロフォトペーパー
・印刷品質：きれい
・色調整：自動
【００９９】
（記録媒体）
・プロフェッショナルフォトペーパーＰＲ－１０１（キヤノン製）
・スーパーフォトペーパーＳＧ－１０１（キヤノン製）
・ＩＪ－ＲＣ－ＵＦ－１２０（キヤノン製）
【０１００】
（発色性の評価）
　上記で得た評価画像について、Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ製Ｓｐｅｃｔｒｏｌｉｎ
ｏを用いて、ＣＩＥで規定されているａｂ表示系におけるａ*値及びｂ*値を測定した。得
られたａ*値及びｂ*値をＸＹ座標上にプロットして、Ｈ°が０°乃至８０°及び３３０°
乃至３６０°の領域に表現されている色空間の面積値を求めた。そして、比較例１のイン
クセットを用いて作成した評価画像における色空間の面積値を１００％として評価を行っ
た。発色性の評価基準は以下の通りである。評価結果を表４に示す。
　　ＡＡ：色空間の面積値が、比較例１と比べて１２０％以上である。
　　Ａ：色空間の面積値が、比較例１と比べて１００％以上１２０％未満である。
　　Ｂ：色空間の面積値が、比較例１と比べて９０％以上１００％未満である。
　　Ｃ：色空間の面積値が、比較例１と比べて９０％未満である。
【０１０１】
（階調性の評価）
　上記で得た評価画像について、画像から約３０ｃｍの距離から目視で観察した。そして
、比較例１のインクセットを用いて作成した評価画像との比較という観点で評価を行った
。階調性の評価基準は以下の通りである。評価結果を表４に示す。
　　Ａ：階調性が、比較例１と比べて優れる。
　　Ｂ：階調性が、比較例１と差がない。
　　Ｃ：階調性が、比較例１と比べて劣る。
【０１０２】
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【０１０３】
（インクの保存安定性の評価）
　上記で得られたインク１～１２について、インクの粘度及び顔料の平均粒径を測定した
。又、インク１～１２をそれぞれショット瓶に入れて密栓し、６０℃のオーブン中で４週
間保存した。その後、ショット瓶をオーブンから取り出した。６０℃での保存後のインク
１～１２について、インクの粘度及び顔料の平均粒径を測定した。得られた測定値から、
６０℃での保存前後の、インクの粘度の変化率及び顔料の平均粒径の変化率を求めた。尚
、顔料の平均粒径は、ＥＬＳ－８０００（大塚電子製）を用いた。その結果、他のインク
と比較して、インク１１は、顔料の平均粒径の変化率が２０％と極めて大きかった。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明の活用例は、従来の顔料インクを用いて形成された画像と比較した場合は勿論の
こと、銀塩写真や、レーザープリンターの出力画像により近い発色性、特に赤領域の発色
性に優れた記録物の提供が可能となる、インクセット、インクカートリッジ、記録ユニッ
トが挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】第１のインク及び第２のインクの吸光度を合算することを説明するための図であ
る。
【図２】インクカートリッジの概略説明図である。
【図３】記録ユニットの一例を示す斜視図である。
【図４】実施例及び比較例のインクセットで形成する評価画像を説明するための図である
。
【符号の説明】
【０１０６】
７０：記録ユニット
７１：ヘッド部
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７２：大気連通口
１１２：大気連通口
１１４：液体供給口
１３２Ａ：第二の負圧発生部材
１３２Ｂ：第一の負圧発生部材
１３２Ｃ：第一の負圧発生部材と第二の負圧発生部材の境界層
１３４：負圧発生部材収納室
１３６：液体収納室
１３８：仕切壁
１４０：連通孔
１４６：圧接体
１５０：大気導入溝（大気導入路）
Ｌ：液体－気体界面

【図１】 【図２】

【図３】
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